
拡散率の可変制御により
同一の無線インター
フェースで対応

第4世代移動通信システムの実現に向けた、これまでの実験取り組み状況

2002年3月
第4世代移動通信システムにおける実験装置の
試作を開始（2002年3月18日報道発表）

2002年10月
屋外環境を模擬した室内実験において、下り
100Mbps，上り20Mbpsの信号伝送に成功
（2002年10月9日報道発表）

2003年5月
下り100Mbps，上り20Mbpsの信号伝送及び
高速パケット通信を実現する各種要素技術の
検証を行う屋外実験を開始
（2003年5月28日報道発表）

2004年8月
屋外環境を模擬した室内実験において、低速
移動時を想定した移動フェージング環境におけ
る下り最大1 Gbpsのリアルタイム信号伝送に
成功（2004年12月17日報道発表）

2005年5月
低速移動時における下り最大1 Gbpsのリアル
タイム信号伝送の屋外実験に成功
（2005年6月23日報道発表）

2005年12月（今回の報道発表）
低速移動時における下り最大2.5Gbpsの信号
伝送の屋外実験に成功

◆ローカルエリア

（孤立セル、室内、基地局から近距離のエリア）
◆ワイドエリア

（セルラーシステム）

目標信号伝送速度 100Mbps以上 目標信号伝送速度1Gbps以上
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